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令和 3 年７月２０日発行 

 

 夏休みまであとわずか。昨年度は短い夏休みでしたので、子どもたちは、 

例年以上に42日間の長い夏休みを楽しみにしているのではないでしょうか。 

今年度も４月から、新型コロナウイルス感染症予防に努めながらの学校生活でしたが、昨年

度よりもいろいろな面で通常の学校生活に戻せるように工夫してきました。保護者の皆様に

は、ご苦労をおかけする場面もあったことと思いますが、いつも温かいご理解、ご協力をいた

だきました。4月からの3か月余りの間、本校の子どもたちが健やかに日々過ごして来られたの

も、保護者の皆様のご支援のおかげと感謝申し上げます。 

さて、夏休みは、「学校を離れ、家庭や地域で学ぶ期間」です。時間的に余裕のある夏休み

だからこそ、各自で何か継続的に挑戦できることを決め、「最後までやり切った。」という達

成感を味わってもらいたいと思います。千葉県もまん延防止等重点措置実施区域になっている

現状では、新型コロナウイルス感染予防に十分に気を付けて過ごさなければなりません。その

ような中でも、子どもたちの「はてな？」や「やる気」を大切にして、自主的にできることを

考え、挑戦してほしいと思います。たとえば、 

◎家族のためにお手伝いを毎日する。（家事のコツを大発見するかも！） 

◎科学研究にじっくりと取り組む。（科学の面白さに出会うかも！） 

◎地域の史跡を訪ねて調べてまとめる。（新たな発見ができるかも！） 

◎毎日、ラジオ体操を続ける。（ラジオ体操は、意外と奥深いですよ！） 

◎自主学習を毎日続けて取り組む。（自分の興味あるものに出合えるかも！） 

◎工作や絵画、縫物など、じっくりと作品を作りあげてみる。（芸術家になれるかも！） 

◎読書を毎日して、記録してみる。（自分の心が豊かになることが感じられるかも！） 

◎生き物や植物を育てて、毎日観察する。（心優しい自分に気づくかも！） 

          など、どこか遠くに出かけなくても、心豊かな経験をすることはでき 

ます。継続して頑張ることで、自分に自信が持てます。でも、まだま 

だ子どもたちは幼いので、保護者の皆さんの称賛や励まし、支援が 

必要です。ご家族が、一緒に楽しむ気持ちで子どもたちの学びに関わ 

ってくださるとありがたいです。 

 交通事故や水の事故をはじめとする事件・事故に巻き込まれないよ 

う十分に注意しながら、楽しく充実した夏休みを送ってほしいと願っ 

ています。 

  また、９月に福栄小学校のみなさんの元気な笑顔に会えることを楽 

しみにしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 9 月 1 日は、福栄中・塩浜学園ブロックと南行徳中ブ

ロック合同で行われる引き渡し訓練です。今年度が初めて

の取り組みとなります。なるべくスムーズに行えるように

していきたいと考えております。ご協力をお願いいたしま

す。 

 7 月 5 日付の文書でお知らせしたように、福栄小学校

は、10:45 から引き渡しを開始します。上の学年のお子

さんから引き取ってください。中学校に兄弟姉妹がいる場

合は、中学校からの引き取りをお願いいたします。引き取

りのない児童は 11:30 以降に職員がついて、コースごと

の下校となります。  

 【順 路】市民図書室側玄関→東側階段（上り用）→（3

階は体育館フロア、4 階はギャラリーを通行）→ 

      各教室→中央階段（下り用）→児童用昇降口 

 【持ち物】名札着用、外靴を入れる袋、ペン 

 【お願い】・当日引き取りができない場合は、連絡帳で

連絡してください。 

          ・引き渡しカードに記入していない方には、

引き渡しは行えません。 

      ・感染予防のため、不要な会話はお控えくだ 

さい。 

いちかわ GIGA スクール構想についてのパンフレットが、これまでに３枚配付されています。７

月９日号版には、「教育はどのように変わるのでしょうか」というタイトルでイラスト付きで説明さ

れていました。簡単に言えば、「これまで学校では PC 室でしかできなかったコンピュータを活用し

た授業が教室で可能になり、家庭学習にも活用できる幅が広がる」ということです。   

では、少し具体的にお伝えします。 

タブレットは、現在学校に配られているものと同様のものになります。着脱可能なキーボードが

ついています。 

一人一台のタブレットを教室で活用するために、夏休みに次の工事・準備をします。 

 ① WiFi スポットの工事 ・・・ 基本的に普通教室（夏休み中に完了します。） 

 ② タブレットの配付  ・・・ ４年生以上の児童生徒・教職員に配付されます。 

                （１～３年は、来年度からの予定） 

 ③ 充電保管庫の整備  ・・・ 学校で保管する場合に必要となります。 

                （今年度は、４～６年生の教室に置きます。） 

９月になり、使用するソフトにおいて個人の登録を済ませたら使い始めることができます。４年

生以下は、基本的に学校での活用が中心になります。５、６年生は、10 月中旬以降から段階的に家

庭に持ち帰る予定です。 

まず、今年度は「一人一台の使用環境に慣れること」をめあてとします。内容面を深めていくの

は、まず機器としての操作などが十分にできるようになってからです。機器が手元に来た時点で、

「教職員がどのように活用してくのか」の研修も同時並行で行っていきます。少しずつ、タブレッ

トの良さを生かしていきたいと思っています。 

９月初旬に、「タブレット端末活用ガイドライン」と「タブレット端末利用の同意書」を各家庭に

配付予定です。  

７月２１日より個人面談が始まります。

暑い中ですが、よろしくお願いいたします。 

個人面談では、２～５年生の学力テスト

（５月下旬実施）の結果をお渡しします。夏

休みに苦手分野を克服したり、得意分野を

もっと伸ばしたりと活用していただければ

と思います。 

心配なことがありましたら、ご遠慮なく

相談してください。長い時間になるようで

したら、後日改めてお越しいただくことも

可能ですので、ご相談ください。 

健康に注意して、充実した夏休みを！ 


